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平成２８年度 全国学力・学習状況調査の結果について（６年） 

平成２８年４月１９日に６年生の全国学力調査（国語・算数）を行いました。その結果が集計され送

付してきましたので、お知らせします。児童一人一人には、個人の結果と分析を配布します。それには、

問題の内容別の正答率が出ています。学習内容がどれくらい身に付いているかを確かめて、今後の学習

に役立ててもらいたいです。学校としては、この結果や分析から授業改善プログラムに反映するなどし

て、本校の教育活動の一層の充実と改善を図ってまいります。ご理解とご協力をお願いいたします。国

語と算数のＡは主に知識、Ｂは主に活用に関する内容の調査です。 

【国語】１．結果                  

２．分析 

 大泉小の正答率は、Ａの知識、Ｂの活用共に全国平均を上回っています。特に、書くことの正答率が

ＡＢ共に１０％以上も全国平均より上回っている結果をみると、自分の考えを書いたり、学習したこと

をしっかりとまとめたりする力が身に付いてきていると考えます。国語の力は他の教科・領域とも関わ

ってきます。国語の授業だけでなく、教科・領域で言語活動を進めている成果と捉えています。意識調

査でも、学級の友達との間で話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることができて

いると答えている児童が８０％近くもいます。学級・学年での学び合いが児童によい影響を与えている

のかもしれません。本校では、国語の読みについての授業研究を進めています。児童同士の交流を学習

場面に取り入れながら、さらに学び合いが高まるように進めていきます。 

【算数】１．結果                 

２．分析 

大泉小の正答率は、Ａの知識、Ｂの活用共に全国平均を上回っています。特に、数量関係の正答率が

ＡＢ共に１０％近く全国平均を上回っている結果を見ると、場面を読み取り、その関係をしっかりと式

に表すことができる力が身に付いてきていると考えます。意識調査では、算数の授業で問題を解くとき、

もっと簡単に解く方法がないか考えると答えている児童が９０％以上います。よりよい解決方法を考え

ようとする態度は算数の理解を深めます。一人一人の考える力を身に付け、算数の理解が深まるように

さらに授業の工夫を行っていきます。 

  正答率 

国語Ａ（知識） 国語Ｂ（活用） 

大泉小 全国 大泉小 全国 

教科全体 ７６．５ ７２．９ ６６．１ ５７．８ 

領域 話すこと・聞くこと ８２．０ ７９．２ ６０．１ ５１．１ 

書くこと ８４．４ ７２．８ ６４．２ ５３．４ 

読むこと ８５．２ ７８．５ ７４．９ ６９．３ 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 ７２．６ ７１．１   

  正答率 

算数Ａ（知識） 算数Ｂ（活用） 

大泉小 全国 大泉小 全国 

教科全体 ８４．２ ７７．６ ５５．７ ４７．２ 

領域 数と計算 ８５．９ ８０．５ ５８．７ ４４．４ 

量と測定 ８２．８ ７７．０ ４４．３ ４３．７ 

図形 ８９．３ ７８．８ ４０．４ ３６．３ 

数量関係 ７８．１ ６８．５ ５２．５ ４２．９ 


